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NPO法人EBH推進協議会 

泉博史 

超高齢社会のくらし方 
「みんなで、ゆっくり、デザインしよう」 

資料２－４ 



ＮＰＯ法人ＥＢＨ推進協議会とは 
• 概要 

根拠に基づく予防医療の普及を目指すＮＰＯ法人 
設立：2008年6月10日 
京都と東京から発信 
http://www.ebh.or.jp 

 
• 理事長 

森谷 敏夫  
京都大学大学院 人間・環境学研究科 教授 【運動生理学】 

 
• 副理事長 

坂根 直樹   
国立京都医療センター 臨床研究センター予防医学研究室 室長 【予防医学】 

 
•  理事  

中山 健夫   
京都大学大学院 
医学研究科社会健康医学系専攻健康情報学分野教授 【健康情報学】 

 
• 特別会員 

西村 周三   
国立社会保障・人口問題研究所 所長  【医療行動経済学】 
 
【当会初代理事長  京都大学名誉教授 ICT超高齢社会構想会議構成員】 

 

• 主な活動 
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プロジェクト概要 

• NPO法人EBH推進協議会は『おひとりさま支援プロジェクト“きづな”』を立案、 
総務省 平成22年度地域雇用創造ICT絆プロジェクトに応募し、採択されました。 

 

• 本事業は、地域の意欲ある主婦・若者たちが高齢者の生活を遠隔で見守り、生活支援を行
う事業構築を目指しています。  

 

• 私たちは、今回、まず専用のコミュニケーション業務管理システムの構築とハード整備を行
い、今後の事業基盤を整備し、そのうえで、東京都北区王子二丁目町会の全面的なご協力
のもと、地域住民有志参加のICT人材育成を行い、受講者約35名に対して「きづなサポー
ター」「ICTサポーター」の修了資格を付与いたしました。この人材育成では、64名の高齢者
への生活支援・見守り事業の実施検証を約１ヶ月間にわたり行いました。 

 

• 本事業では、サポーターと対象者全員が共通のICTコミュニケーションツールとして、スマー
トタブレットを持ちました。これにより、サポーター陣が対象の方と同じ画面で利用方法を分
かりやすく説明でき、誰でも簡単にサポートができると非常に高い評価を受けました。 

 

• なお、3月11日の東日本大震災では、震災直後、担当の高齢者の安否確認にこの「きづな」
システムが自主的に活用されました。今回の協力者からは、本プロジェクトが安否確認のた
めに大変有効であるという評価をいただくと共に、事業としての高い可能性を評価いただ
き、その発展的継続を強く期待されています。  
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サポータへの 
医療助言チーム 

ICT技術が得意な僕達が 
きづなサポータをサポートするよ 

【きづな】サポーター22
名 

タブレットツールが 
世代間の絆の証に。 

技術支援 

くらし支援 

安否確認 

情報提供 

しっかりした地域コミュニティ＝東京都北区王子二丁目町会 
縦のつながりではない、隣どおし、お互い様という緩やかな横のネットワーク 

 
実施主体本部 

 

NPO法人 
ＥＢＨ推進協議会 

 

【きづな】 

ICTサポータ 14
名 プロジェクト参加者 

主にひとり暮らしの 

高齢者の方 64名 

人 

組織 

きづな事務局 

コミュニケーション支援ツール 
タブレットサイズモバイル端末 

 
同じ操作性のハードを参加者全員が共有 

分かりやすく 
発信者の顔の見える 
的確な情報の伝達 

東京都北区  

王子二丁目地域プロジェクトとして実施    平成22年度（H22.11〜H23.3) 

ケアが得意なわたし達が 
くらし支援をするわ 

おお、ならば、われら長く 
生きたものたちが、お返しに、人生を生
き抜く知恵を授けよう 

全体の仕組み 
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メールで簡単に選択肢付き 
メッセージが送れ 
高齢者でもワンプッシュで 
応答できる 
メッセージ応答アプリ 

きづな 
業務管理システム 

見守りウィジェット「まもるくん」 

ウィジェットをタップする
と 
新規メッセージが表示さ
れます。 

ＩＣＴの活用 

【きづな】サポーター 

技術支援 

きづなサポーター きづな 
ＩＣＴサポーター 

サービス基盤となる健康管理支援システム  
見守りに加え、健康データ（健診結果・バイタル）の個人管理と指導（特定保健指導準拠）の環境を統合 
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． 

7 

銀座 和食 

タブレットには、【まもるくん】によるメッセージのやりとりだけでなく、日々の暮らしを楽しくしてくれる『道具』が

いっぱい詰まっています。 
【まもるくん】とタブレットは、高齢者にもやさしい“使える”相棒。どんどん活用してみましょう。 

【まもるくん】と共にある暮らしを演出する 

2013/02/14 ICT超高齢社会構想会議への提案 7 



きづなプロジェクトの主役 
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サポート 
する人々 

サポート 
される人々 

教育が必要 配慮が必要 

ICTツール 

どちらが偉いという関係ではないことが大切 
お互いが自立し活動する関係、一方的に高齢者を見守るという福祉的な思想ではない。 

サポートする人も高齢
者どおしの場合が多

い。 
 

支え合う関係を 
大切に 
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サポートされる側への配慮 
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サポート 
される 
人々 

（高齢者） 

専用ソフトの
開発 

訪問対応 
日々の 

メッセージ
送付 

いつでも訪
問できる 
カフェ 

行く 遠隔 来てもらう 

高齢者をアクティブにする 
3つのコミュニケーションの提供 

分かりやすいメッセージ応
答の仕組み 
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サポーター側→教育のポイント 
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サポート 
する人々 
（専任者） 

 
 
 
 
 

対面対応 
 

文字・言葉による 
遠隔対応 

ICTスキル 
 
 

IT操作実習 

自分より年上の経験者から知恵を学ぶという姿勢が大切 

高齢者の 
サポートに 

必要な専門知識 
 

専門テーマ 
公開講座 

 

コミュニケーション 
スキル 
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高齢者のためのＩＣＴのありかた 

• 見守られる人が見守りもしているという共生の関係の支援 
（決して、一方的な関係ではないコミュニティ） 

 

• 対象となる方（病気は持っていても、基本的に元気な人が大多数）の 
「日常の健康情報」「生活状況」の共有 

 

• タブレットを使って、一緒に触って学び、繰り返し教えあう学びの場の常設 
– そもそもタブレットは必要かという議論も必要。 

 

• 見守る側も見守られる側も、簡単に楽しく使えるソフトの構築 

 

• いざという時、本人の現状を共有できる仕組み 

• 今どこに居る？を自動的に把握する仕組みと体制 
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みんなが集まる空間と時間の提供 

• きづなプロジェクトで実施したこと 
– みんなで集まる場の提供とイベント

への呼びかけ 

 

• 週末コミュニティーサロン 

 
– ヘアメイク・メイキャップ 

– 試食会 

– タブレット勉強会 

– マッサージ 

– ヨガ教室 
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みんなが一緒に学ぶ機会の提供 

• きづな公開講座 

 
– 高齢者が学ぶべき事 

– 高齢者を支える人たちが学ぶべき事 

 

• 一緒に学べば怖くない！ 

 

 

 

• 専門講座 
きづなサポーター育成教室 

– １００時間程度の職業講座 
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きづなプロジェクトの成果 

• 震災の際に、見守りソフトの安否確認ツールとしての高い有効性が証明
された。 

 

• サポートする・されるという一方的な関係ではなく、高齢者とサポーターが
相互に支え合う新しい相互扶助モデルとして機能した。 

 

• ICTツールを使いこなしたいという年齢性別を超えた輪ができた。 

 

• 町内会という地域内コミュニティの密着度がこのプロジェクトで大きくアッ
プした。 

 

• 見守りの対応や公開講習会など、きづなのプロジェクトを生活のリズムに
組み込む人々が多くいた。 
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予想以上の効果 

• サポートする側にも高齢者が参加。 
彼らは、ICTツールにも真剣に挑み、ケアの経験も豊富
で、サポートも丁寧であり、この役割に最適。 
 

• きづなサポーターは、年齢には関係なく現役としてやれ
ると証明された。 

 

• きづなの関係を続けたいという切実なニーズがあった。 

 

• タブレットツールは、丁寧に教える人がいれば、高齢者
に最適なICTツールである。 
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きづなプロジェクトで見つかった課題 

• スマートタブレットの利用法について、高齢者でも楽しめる、分かり
やすい講習会を丁寧に行う必要がある。 

 

• サービスの基盤となるICTツールのハード価格、通信費について、利
用者が全額自己負担するにはハードルが高すぎる。 

 

• 今回の遠隔サービスの範囲では、事業としての有料化はまだ難し
い。 

– 年金など毎月５万円で暮らす高齢者が、サービス支払える金額はいくらか？をしっかりと
見据えた事業が必要 

 

• 医療・健康面での「双方向コミュニケーションの意義」の強調。 
– 自分の健康などの現状の情報を提供して、それを集計したりすることで、「きづな意識」が

より高まるという、現在当ＮＰＯが推進している「カラダマッププロジェクト」の発想の提案 
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   きづなカフェ 
いつでも気軽に集まれる空間 

高齢者ライフサポートＩＣＴシステム 

定期連絡サポート 
遠隔・見守りシステム 

緊急連絡 
応答システム 

災害時等 
緊急参照許可者 
医療従事者 

消防・救急要員 

サポーターが定期的に
利用者にメール等で連
絡し、応答を確認するシ
ステム 

サポーター業務管理 
記録支援システム 

地域コミュニティ専用 
電子伝言板 

サポート業務 
支援アプリ 対象機器 

想定されるすべての
モバイル端末 

ライフサポート 
サービスアプリ 

利用者 

利用者 

きづなサポーター 
（資格取得者） 

健康教室 

スマホ活用 
教室 

初期登録 
サポート 

利用者がサポーターに対
して緊急連絡するための
システム。 

利用者記録帳 

利用者が発信する音声、写
真、文章を自由に保存し、利
用者および許可を受けた担当
サポーターが閲覧。 
ライフログとして、時系列、タ
グによる分類を可能とする。 

健康機器 
記録コーナー 

モバイル機器 
販売・レンタル 

世代間交流 
パーティ 

きづなＮＥＸＴという考え方 

町会規模の地域コミュニティ 
（歩いて行ける、つかずはなれずの関係性の維持） 

持っている人は 
ＩＣＴで遠隔コミュニケーション 
持っていない人もいっしょに 
お互いを見守り合う仕組みの活用 
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健寿の駅推進協議会・健寿の駅構想（１） 

目的‥健康寿命の２年延伸‥７５歳の壁克服 

 

方式‥地域密着型の健康維持・老化防止サービス拠点網｢駅」構築 

 

基本‥「歩数計」等の正確な日常バイタルデータで快適な生活のリズムを確保する 
     （歩行と睡眠） 

 

活動‥自助（自己情報の把握・認識と歩行） 

    互助（駅での仲間意識、イベントと交流） 

    公助（まちづくりと活用）の組合せ 
 

標的‥２０２５年問題(人口動態の波と７５歳の壁の交点） 

 

実績‥首都圏*1（町田、多摩、日野）と被災地*2（気仙沼） 

 

組織‥ＮＰＯ地域交流センター、健寿の駅研究会、健寿の駅推進協議会 

 
(*1) 平成23年補正総務省地域ICT利活用広域連携事業 (町田、多摩、日野各市） 

(*2)平成24年：補正経済産業省震災復興技術イノベーション創出実証研究事業（気仙沼市）  
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７５歳の壁対応‥高齢者の自立度の低下 

  （１）歩行能力の低下 

  （２）基礎体力の低下 

  （３）廃用症候群 

・対処療法では効果ない 

・長時間のエイジングコントロール（ＡＣ） 
  ‥少なくとも６５歳から予防的ＡＣ 

歩行生活を続けること生活のリズムを適正化 

（注）正確な生活の指標は、歩行活動計のみで可能 
（歩数と中程度活動量） 歩行活動計 

健寿の駅構想（２） 
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歩数 
／１日 

＊月／＊日／＊分 

総歩数 

緩歩数： 
遅足 
小股 

快歩数: 
早足 
大股 
階段 

効果的な歩き方   自分の歩き方をチェック 

毎日６分毎の快・緩歩数の分布が分かります 

脚足だけでなく 
腰・胴体の筋肉も使う歩き方 

健寿の駅構想（３） 
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健寿の駅構想（４） 
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町田市では、「健寿の駅」施設として、シルバー
人材センターと老人クラブ事務局が入っている
「いきいきプラザ」を利用しています。 
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①生活水準の評価 
  新歩行計による評価法 
  ➜青栁図 
        （総歩数と活動時間） 
  ➜未病、持病及び 
    生活不活発病の確認 
      
②リズムの改善 
  ２４時間体動モニター 
  ➜日記風行動記録 
  ➜歩行と睡眠のバランス    
 
 
（注）食生活‥計測できない（不正確）‥歩行計測で代用できる 

＜生活のリズム＞ 

健寿の駅構想（５） 
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自助‥健康・美容・若さへの認識と歩行 

互助‥仲間意識・相互助け合い・楽しいイベント 

公助‥街づくり 

健寿の駅構想（６） 
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原始力発電所構想 

• 放置自転車を集めて、商店街で電力をつくろう！ 
– ペダルを踏んで、自分の健康づくり。 

ついでに世のため人のために、電力づくりに励もう。 

– あなたが漕げば、みんながうれしい。 

– 提唱者：石蔵文信（大阪大学医学部准教授） 
活動：男の家庭科維新塾 

• 簡単な一人鍋料理と手芸を初心者男性に伝授 

• 男はだまって、世のため人のためにがんばるのが大好き！ 
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放置自転車を町会会館に集め
て、男どもみんなで、毎朝１０分、
汗を流して自転車こぎ。電気をた
める社会活動をしよう。スポーツク
ラブで無意味な自転車トレーニン
グをするよりずっと世のためにな
る！ 
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さいごに 

ゆっくり、みんなで、一緒に歩きながら 

考えましょう！ 

 

ひとりはみんなのために 

みんなはひとりのために 

 

 

ご静聴どうもありがとうございました。 
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